麻しん・風しん混合ワクチン（ＭＲ）を接種するに当たっての説明
●麻しん、風しんの症状
麻しん
麻しんは、感染しやすく重症化しやすい病気です。初めは発熱・せき・鼻汁など、風邪に似た症状があらわれます。その後、39～40℃の高熱となり、赤い発疹が全身に広がります。
合併症を引き起こすことが30％程度あり、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎などがあります。麻しんにかかった人のうち、1000人に1人程度の割合で死亡することもあります。
風しん
赤い発しん、発熱、首の後ろのリンパ節が腫れるなどが主な症状として現れます。そのほかに、せき、鼻汁、目が赤くなるなどの症状もみられます。
合併症として、関節痛、血小板減少性紫班病、脳炎などがあります。大人になってかかると、子どものときより重症化する傾向がみられ、妊婦が妊娠早期に風しんにかかると、障害をもった赤ちゃんが生まれる可能性もあります。
●「麻しん・風しん（ＭＲ）」ワクチンの副反応
 　 麻しん及び風しんの予防接種を同時に行う場合は、「麻しん・風しん（ＭＲ）」ワクチンを接種します。主な副反応は、発熱と発疹です。その他に、注射部位の発赤、腫れ、しこりやじんましん、関節痛、けいれんなどがみられることもあります。極めて稀にみられる重い副反応として、脳炎脳症、急性血小板減少性紫班病が知られています。
●接種に当たっての注意事項
予防接種は、体調の良い日に行うことが原則です。お子さんの健康状態が良好でない場合には、かかりつけ医に相談の上、接種をするかどうか判断しましょう。　また、お子さんが以下の状態の場合には予防接種を受けることができません。
1 明らかに発熱（通常37.5℃以上をいいます）がある場合
2 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな場合
3 受けるべき予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシー（ひどいアレルギー反応で汗がたくさん出る、顔が急に腫れる、吐き気、嘔吐など）を起こしたことがある場合
4 明らかに免疫機能に異常のある疾患を有する場合及び免疫抑制をきたす治療を受けている場合
5 その他、医師が不適当な状態と判断した場合
●予防接種後の注意事項
1 予防接種を受けた後、30分間程度は医療機関で様子を観察するか、医師とすぐに連絡をとれるようにしておきましょう。
2 接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は差し支えありませんが、接種部位をこするのはやめましょう。
3 当日は激しい運動はさけましょう。
4 接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、速やかに医師の診察を受けましょう。
